
次号『まちかど』は、９月２０日(金)発行の予定です。

「町会の法人格」
中原共和町会には、町会所有の道路があります。これは、昭和

３２年頃、大手の不動産会社が我が町会を宅地開発した際に造成

された道路を、無償で譲渡されたものです。

当時、町会には法人格がなかったため、種々の条件をつけた上

で、当時の町会長個人名にて登記されました。その後、昭和４５

年に次の町会長に名義が書き換えられ、そのまま現在に至ってお

ります。

その後、法律の改正により条件が整って、優良な町会で有する

事を条件に、品川区長から

認可を頂きました。近く法

人格を得た時に、中原共和

町会として登記する予定で

す。

その後の計画としては、

権利者である前町会長（故

人）の遺族の方々をお伺い

して、名義変更のご協力を

お願いし、中原共和町会所

有の道路となり、以降は名

義変更等の手続きが不要と

なります。もう少しです。

町会長以下役員一同頑張り

ます。

(中原共和町会長 川合 博司)

小山２丁目の小野さんは、自宅前に沢山のお花を咲

かせ、道行く人に季節の移ろいを楽しませてくれてい

ます。その場所は、富士見通りと不動前緑道の交差す

る一つ手前を右に曲がり５軒目にあります。

初夏からは、艶やかなノウゼンカズラがたわわに咲

き乱れます。群馬の実家から現在のところへ植え替え

て５５年。枝にラッパ型の花をたくさん咲かせ、花色

は濃いオレンジ色で非常に目立つ色彩です。一つひと

つの花は短命のようですが、散ったあとも次々と新し

い花が咲いていきます。

今年は６月中旬に咲き始めましたが、例年、戸越八

幡の例大祭が行われる９月中頃まで楽しむことができ

ます。

花言葉は、｢栄光｣

｢名声｣｢名誉｣｢光栄｣

｢華のある人生｣｢豊富

な愛情｣｢名誉な女性｣

｢愛らしい｣「女性らし

い」などと言われてい

ます。

（広報委員 相場 武）
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例
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、
管
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の
小
学
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を
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番
に
会
場
と
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て
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ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
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く
の
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元
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い
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当
番
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あ

る
荏
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丁
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荏
原
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荏
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丁
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原
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和
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会
や
、

荏
原
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学
校
の
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徒
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Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
模
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店
が
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そ
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や
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ゅ
う
り
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一
本
漬
け
な
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美

味
し
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匂
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誘

わ
れ
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ど
の
お
店
も
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ま
し
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。

ま
た
、
館
内
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で
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区
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会
主
催
「
こ
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２
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催
。
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、
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船
を
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会
場
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囲
気
に
包
ま
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し
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午
後
６
時
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ら
は
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踊
り
が
ス
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ト
。

お
馴
染
の
品
川
音
頭
、
東
京
音
頭
な
ど
を
は

じ
め
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
音
頭

が
新
た
に
加
わ
っ
て

一
段
と
賑
わ
い
ま
し

た
。
す
ず
め
太
鼓
の

皆
さ
ん
の
見
事
な
太

鼓
の
音
が
鳴
り
響
く

中
、
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
な
っ
て
踊
っ

て
い
ま
し
た
。

連
日
、
猛
暑
の
影
響
で
、
熱
中
症
と
な
り
、

体
調
を
崩
す
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
熱
中
症

は
、
頭
痛
・
め
ま
い
・
吐
き
気
・
意
識
障
害
・

け
い
れ
ん
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
死
に
い
た

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
熱
中

症
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

区
で
は
、
７
月
か
ら
今
夏
の
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
地
域
セ
ン
タ
ー
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
区
内
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ヵ
所
の
区
施
設
を
、
「
避
暑
シ
ェ
ル
タ
ー
」

と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

気
温
が
上
昇
す
る
日
中
の
熱
い
時
間
帯
に
、

冷
房
の
き
い
た
施
設
で
涼
み
な
が
ら
一
時
的

に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

冷
た
い
飲
み
物
な
ど
を
用
意
し
て
来
所
者
を

迎
え
て
い
ま
す
。
荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー

で
は
、
希
望
さ
れ
る
方
に
、
冷
た
い
麦
茶
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
窓
口
に
い
る
職
員
ま

で
、
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

避
暑
シ
ェ
ル
タ
ー
と
な
る
施
設
は
、
左
の

写
真
「
熱
中
症
を
予
防
し
て
元
気
な
夏
を
！

避
暑
シ
ェ
ル
タ
ー
で
涼
し
さ
ひ
と
と
き
」
と

書
か
れ
た
白
い
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。

「
避
暑
シ
ェ
ル
タ
ー
」で

猛
暑
を
乗
り
切
ろ
う
！

多
彩
な
催
し
物
で
ス
ク
エ
ア
荏
原
に
熱
気
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